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報告事項 (1）

令和3年度公立学校教員採用候補者選考(二次)受験状況について

教育総務部教育職員課
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報告事項（2）

千葉市科学フェスタ2020メインイベントの開催について

生涯学習部生涯学習振興課

○千葉市科学フエスタ2020メインイベント

これからの私たち～花ひらきその先へ～

1 期日会場 令和2年10月10日 （土)、 11日 （日) Qiball (きぽ一る）

千葉市､(｡千葉市教育委員会、千葉市科学館2主催

3主な内容

（1）開幕式；教育長挨拶・開幕宣言、実行委員長挨拶(科学館長)、千葉市長・千葉市科学アドバイザー

山崎直子氏・毛利衛氏（元宇宙飛行士）よりメッセージ、総合展教育長賞・科学館賞の表彰

（2光主な企画

． 「ちょっと先の未来を体験したい」 （パーソナルモピリティ、アバターロボット、 VR野球）

． 「いろいろな科学を楽しみたい｣ｰ(科学体験ブース）

． 「実験や工作の教室に参加したい」 （理科実験、理科工作）

． 「千葉市科学館を楽しみたい」 （常設展示及びプラネタリウム無料開放）

・千葉オンリーワン企業と身近な科学（ビデオプレゼンテーション、 リモート対話）

出展団体数32団体（68） 、体験ブース22件(46)、教室8件(6) （ ）内は2019の件数

来場者数

10/10 (土）

10/11 (日）

4

干葉市科学フェスタ1,891人

2, 190人 これかFのたち
へ
口

診
計 4,081人

eOaO

5振り返り

・コロナ禍におけるイベントの在り方を追究した科学フェスタであった。実行委員会において科学体験ブ

ースや理科実験・工作教室は①事前募集、 1Fアトリウムイベントは当日受付の②入場制限を設け、千

葉オンリーワン企業と身近な科学は③ビデオプレゼンテーションとリモート対話での実施を決定し、最

大限感染拡大防止に努めた。

・上記の参加方法を市政だより、 IP、ちらしにて市民に周知を図った。当日に、数組の親子が事前募集の

ブースに参加したいとの申し出があったものの概ね大きな混乱はなくフェスタを運営することができ

た。

・参加者アンケートからは、 コロナ禍での科学フェスタ開催に感謝といった肯定的な意見が多かった。

・次年度に向け、 ウイズコロナでのよりよい千葉市科学フェスタの在り方を模索すると同時に来場者数に

代わる成果指標を設定することが求められる。
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議案第95号
も

令和2年度末及び令和3年度公立学校教職員人事異動方針に

ついて

令和2年度末及び令和3年度公立学校教職員人事異動方針について、

次のとおり定めるものとする。

令和2年1 1月18日提出

千葉市教育委員会教育長 磯 美和野

｢～
1.
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令和2年度末及び令和3年度公立学校教職員人事異動方針

千葉市教育委員会

令和2年度末及び令和3年度における公立学校教職員の人事異動は、本市教育の一層

の振興を図るため、各学校が校内組織を活性化し、今日的な教育課題に積極的に取り組

むとともに、市民に信頼される学校づくりや特色ある学校づくりの推進に資するよう、

次の方針によって行う。

※教職員：学校に勤務する正規職員から技能労務職員を除いた者

〈
第1 一般方針 ノ

1 心身ともに優れた人材の確保、教職員の資質の向上を図るとともに、教育効果を高

め、調和的な学校運営が行われるように適材適所の人事を推進し、教職員構成の適正

化に努める。

2 学校間の教職員の過不足を調整し、学校種別の特性に即応する教育体制を強化する

ため、全市的な視野に立って広域にわたる計画的な人事を積極的に推進する。

3 学校運営の充実・刷新を図るため、管理と指導に優れた適任者の管理職への登用及

び配置に努める。

4 障害のある教職員については、十分に配慮した人事配置に努める。

5 千葉県内市町村及び県立学校との交流については、千葉県教育委員会と協議のもと

実施する。

ノ

第2 実施要項

1 適正配置について

(1) 本市教育の課題解決をめざす立場から、意欲溢れた適任者の配置に努める。

（2） 教科指導及び生徒指導の一層の充実を期するため、小・中学校間、小・中学校と

特別支援学校間の積極的な配置換えを行う。特に、小学校での教科指導や生徒指導

の充実を図るため、 中学校教員の小学校への計画交流をより積極的に行う。

（3） 特別支援教育の振興を図るため、意欲溢れた適任者の配置に努める。

（4） 市立稲毛高等学校附属中学校の教育の振興を図るため、意欲溢れた適任者の配置

に努める。

（5） 次の者については、強力に配置換えを行う。

ア同一の学校又は同一の区に永年勤続する者

イ 学校の配当定数、教科担当者数の調整上必要のある者

ウ勤務実績を検討し、配置換えを必要とする者

（6） 市立高等学校については、県教育委員会の「公立高等学校職員人事異動実施細

目」に準じ、適正配置に努める。
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(7) 教職員としての適格性に乏しく、勤務実績の上がらない者等勤務に支障のある者

については、降任又は退職を積極的に求める。

(8) 学校組織の一層の充実を図り、 円滑な運営に資するため、主幹教諭を配置する。

(9) 指導が不適切である教員については、 「教育公務員特例法第25条の規定に基づ

く指導が不適切である教諭等の認定の手続き等に関する規則」に定めるところによ

り、積極的に対応する。

2 広域人事について

(1) 小・中・特別支援学校における教職員構成の不均衡を是正し、人材の育成を図る

ため、県内市町村立学校及び県立特別支援学校と、他の人事異動及び新規採用に優

先して計画的に人事交流を行う。

(2) 市立高等学校については、年齢構成上の不均衡及び同一校勤務の長期化等を是正

し、教職員構成の適正化を図るため、千葉市立高等学校以外との人事交流を推進す

る。 また、 中・高との連携についても配慮する。

3 管理職への登用等について

(1) 大幅交替期を踏まえ、特に責任感と管理能力、識見、勤務実績等をより一層重視

し、全市的な視野に立って適任者の登用に努める。

(2) 教頭の登用（選考）は、原則として相異なる地域(A･B･C)の学校に勤務し

た経験を有することを要件とする。

（3） 原則として、同一校昇任は行わない。

（4） 多様性の推進の観点から、女性管理職を積極的に登用する。

（5） 管理職の希望による降任を認める。

4 主幹教諭への登用等について

(1) 教員としての経験、識見、勤務実績等を踏まえて、全市的視野に立って適任者の

登用に努める。

（2） 主幹教諭の希望による降任を認める。

5 新規採用職員の配置について

(1) 児童生徒数の変動等を見通しながら、教職員採用の調整を行う。

（2） 新規採用教職員の配置は、学校間の均衡を考慮して、全市的な視野に立って計画

的に行う。

6再任用教職員について

(1) 「千葉市職員の再任用に関する条例」の定めるところにより、意欲と能力のある

人材を再任用する。

（2） 配置については、学校及び地域の実情等を踏まえて、計画的に行う。
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議案説明

令和2年度末及び令和3年度公立学校教職員人事異動方針を定める

ことについて、千葉市教育委員会組織規則第8条第4号の規定により

議決を求めるものであります。
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議案第96号

指定管理者の指定について

次のとおり指定管理者を指定するよう市長に申し出るものとする。

令和2年11月18日提出

千葉市教育委員会教育長磯野和美

I

9

施設の名称 指定管理者 指定期間

千葉市生涯学習セン

ター

千葉市中央区弁天3丁目7番7号

公益財団法人千葉市教育振興財団

理事長森雅彦

令和3年4月1日から

令和8年3月31日まで



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

議案説明

千葉市生涯学習センターの指定管理者を指定することについて、市

長に意見を申し出るため、千葉市教育委員会組織規則第8条第6号の

規定に基づき、議決を求めるものであります。
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議案第97号

令和2年度補正予算について（12月ネ

令和2年度補正予算を定めることについて、

し出るものとする。

2月補正）

八て、次のとおり 市長に申

令和2年1 1月18日提出

美千葉市教育委員会教育長 磯 和野
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令和2年度補正予算について(12月補正）
（学校施設の環境整備）

1学校施設の環境整備

（1）国庫補助金の追加交付決定への対応

ア.補正理由

国庫補助金の追加交付決定に伴い、学校施設の環境整備に係る経費を計上するとともに、

事業完了予定が次年度となることから、併せて繰越明許費を追加する。

イ．補正予算額

「 【財源】
｜

［

3,933,665千円

国 費

市債

一般財源

※全額繰越明許費

1,053,085千円

2,877,000千円

－ 3，580千円 ｝
ウ．補正内容

12

業務内容（単年度事業） 予算額 対象校

Ｉ 外壁改修工事 1, 127,077千円

･小学校6校
蘇我小、山王小、幕張西小、
草野小、宮崎小、大宮小

･中学校3校
都賀中、幸町第二中、蘇我中

2 トイレ改修工事 2,806,588千円

･小学校10校
蘇我小、山王小、幕張西小、
草野小、新宿小、宮野木小、
都賀の台小、磯辺第三小寸
泉谷小、士気南小

･中学校9校
都賀中、幸町第二中、緑町中、
草野中、幕張西中、泉谷中、
加曽利中、若松中、稲毛高附属中

･高等学校1校
稲毛高

合計 3,933,665千円 外壁改修9校、 トイレ改修20校



(2)大規模改造工事の工期延長に伴う対応

【継続費の変更】

ア．補正理由

新型コロナウイルス感染症対策により、本年4月中旬から5月末まで工事を休止した2校

について、本年度内の工事完了が困難となったため、令和元年度から2年度までの当該継続

費を3年度までに変更するとともに、本年度の年割額の減額及び延期等に伴う総額の変更を

行う。

イ．補正内容

(単位:千円）

(上の台小学校） 仮設トイレの設置費、仮設校舎の賃借期間の延長等に伴う

賃借料等の増額

(朝日ケ丘小学校）工期延期による諸経費等の増額、契約差金等不用額の減額

【繰越明許費の追加】

ア．補正理由

本年度実施予定の備品等移動業務委託の一部を次年度に延期し実施するため、繰越明許

費を追加する。

イ.補正内容

(単位：千円）
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業務内容
補正前

総額 年度 年割額

補正後

総額 年度 年割額

一般
△量｣‐
エミロ1

上の台小学校

大規模改造工事

朝日ケ丘小学校

大規模改造工事

811,000

842,000

令和元年度

令和2年度

令和3年度

令和元年度

令和2年度

令和3年度

297,000

514,000

255,000

587,000

854,000

(43,000)

712,000

(A130,000)

令和元年度

令和2年度

令和3年度

令和元年度

令和2年度

令和3年度

297,000

351 000

206 000

255 000

405 000

52 000

業務内容 学校名 金額 委託内容

小学校大規模改造事業
(備品等移動業務委託）

上の台小

朝日ケ丘小

合計

3, 150

1,450

4,600

学校校舎等の改修工事に伴い、学校
備品を指定場所へ運搬し、適正に配

置する。



令和2年度補正予算について(12月補正）
（学校施設の各種改修等）

1 上水道設備改修

【債務負担行為の設定】

ア. 補正理由

令和3年度実施予定の上水道設備改修工事については､夏休み期間に集中して作業を行わ

なければならないため､入札不調等契約手続きに時間を要した場合でも､適正な工期が確保

できるよう､本年度内に前倒し発注する必要があることから､債務負担行為を設定する。

イ． 補正内容

＜予定＞

令和2年度

令和3年度

上水道設備改修工事に係る契約締結

〃工事着手～完了

エレベータ設置

【債務負担行為の設定】

ア． 補正理由

エレベータ設置工事に係る実施設計､土質調査等業務について､本年度中に発注し､前倒し

で契約を行うことにより､施工時期の平準化を図り、入札の不調･不落対策を講じるため､債務

負担行為を設定する。

2

イ． 補正内容

＜予定＞

令和2年度エレベータ設置実施設計契約締結

令和3年度 〃 実施設計着手～完了

令和4年度 〃 工事着手～完了

14

事項 期間 限度額 内容

上水道設備改修 令和3年度 183,000千円
小学校2校(園生小､畑小）
中学校2校(幕張本郷中､士気南中）

事項 限度額 内容

エレベータ設置実施設計 78,000千円

小学校5校
（寒川小､若松小､大森小､長作小､上の台小）
中学校1校
(稲浜中）



【繰越明許費の追加】

ア． 補正理由

階段昇降に困難を伴う児童生徒が在籍する学校のエレベータ設置事業について､本年度中

の完了を予定していたが､事業者がバリアフリー需要の高まりにより技術者が不足し､新規工事

を請け負うことができなくなったこと等の理由から入札不調が続き､本年度内に完了することが

できなくなったため､繰越明許費を追加する。

イ． 補正内容

補正額（工事請負費） 204,000千円

ノ
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事業名 金額 内容

小学校エレベータ設置事業 100,000千円
小学校2校
(川戸小､稲毛第二小）

中学校エレベータ設置事業 104)000千円
中学校2校
(越智中、土気南中）



令和2年度補正予算について（12月補正）

（生涯学習センターの債務負担行為）

1 事業概要

千葉市生涯学習センターは、市民の生涯学習及び交流の場を提供するとともに、生涯学

習活動を総合的に支援し、本市における生涯学習の振興を図るための中核的施設として設

置された施設であり、指定管理者による管理を行っている。

2補正予算の内容

令和3年度以降の指定管理者の指定に伴い、指定期間中の指定管理料について、債務負

担行為を設定する。

3施設概要

【名称】

【所在地】

【敷地面積】

【構造】

【供用開始】

【指定管理者】

千葉市生涯学習センター

千葉市中央区弁天3丁目7番7号

13， 308． 59㎡（中央図書館含む）

RC造一部S造

平成13年4月1日

公益財団法人千葉市教育振興財団

4補正理由

指定管理者の指定期間が複数年度にわたり、かつ、指定管理者に対しての委託料の支払いが

確実に見込まれるため債務負担行為を設定する。

※平成22年12月28日付総務省通知「指定管理者制度の運用について」 （抜粋）

「指定期間が複数年度にわたり、かつ、地方公共団体から指定管理者に対して委託料を支

出することが確実に見込まれる場合には、債務負担行為を設定すること｡」

5．補正予算の内訳

（1）期間 令和3年度から令和7年度まで（5年間）

（2）限度額 2， 829， 000千円

16
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議案説明

令和2年度補正予算について、市長に意見を申し出るため、千

葉市教育委員会組織規則第8条第6号の規定に基づき、議決を求

めるものであります。
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議案第96号関係参考資料

指定管理者の指定について（千葉市生涯学習センター）

1 施設の名称及び所在地

（1）名称・ 千葉市生涯学習センター

（2）所在地 千葉市中央区弁天3丁目7番7号

2指定管理者の名称等

（1）名称 公益財団法人千葉市教育振興財団

（2）所在地 千葉市中央区弁天3丁目7番7号

（3）代表者 理事長森雅彦

3指定期間 、

令和3年4月1日から令和8年3月31日まで（5年間）

１
１
１
１
１

過
年
年
年
年
年
年
年
年

経
２
２
２
２
２
２
２
２

定
和
和
和
和
和
和
和
和

選
令
令
令
令
令
令
令
令

4

第1回教育委員会指定管理者選定評価委員会開催

選定要項･管理運営の基準等を交付

申請書受付

第2回教育委員会指定管理者選定評価委員会開催

教育委員会指定管理者選定評価委員会の答申を受理

指定管理予定候補者の決定

選定結果通知

指定管理予定候補者と仮協定締結

日
日
日
日
日
日
日
日

９
３
１
３
０
８
８
８

２
１
３
１
１
１

月
月
月
月
月
月
月
月

７
８
９
０
０
１
１
１

5選定方法（非公募）及び選定の理由

（1）非公募とした理由

平成23年度千葉市行政改革推進委員会「外郭団体の事務事業の見直し結果(H24.3公

表)」において、外郭団体の有する特性や担うべき役割等を踏まえ、非公募にて千葉市教

育振興財団を選定するべきとの方向性が示されたため。

①生涯学習に関する講座は無料としているため、収益性が見込まれない。

②生涯学習センターが提供する講座等は、 「地域の課題に自ら取り組むことができる人

材の育成」を目的とし、個人の趣味の範囲を超えた社会的ニーズ等に対応するもの

であるため、高度の専門性及びボランティアや各種団体等との豊富なネットワーク

が必要である。

③公民館の指定管理者制度導入にあたっては、本市における生涯学習活動の中核施設

である生涯学習センターと、地域拠点施設である公民館との連携・協力体制を構築

することで、更に充実した学習機会・環境を提供できる。

（2）選定理由

「教育委員会指定管理者選定評価委員会」において、申請内容を「千葉市生涯学習セン

1



ター管理運営の基準（千葉市教育委員会令和2年8月3日)」で示している、施設維持

管理業務、生涯学習事業に関する業務、施設運営業務、 自主事業等、指定管理者が行う業

務内容及び水準に照らし審査した結果､公益財団法人千葉市教育振興財団は、千葉市生涯

学習センターの管理を適切かつ確実に行うことができるものと認められたため。

6指定管理者選定評価委員会の答申の概要・審査結果

（1）指定管理予定候補者とすべき者

公益財団法人千葉市教育振興財団
、

（2）指定管理予定候補者の選定理由

申請内容を管理運営の基準等に照らし審査した結果､公益財団法人千葉市教育振興財

団は､千葉市生涯学習センターの管理を適切かつ確実に行うことができるものと認めら

れる。

【意見等】

ア新型コロナウイルス感染防止対策を十分に講じることはもとより、休館等により

計画に大きな変更が見込まれる場合には、適宜計画の見直しを行われたい。

イ 自然災害が多発している昨今の状況を踏まえ､防災に関する講座の充実に努めて

いただきたい。

7教育委員会指定管理者選定評価委員会委員構成

8指定管理者の概要

（1）設立時期平成7年4月

（2）基本財産2億1， 500万円

（3）従業員数385人

（4）主な事業内容

ア市民の学習ニーズに対応した講座の開催等生涯学習の振興を図るための事業

イ美術展覧会の開催等市民文化の発展に寄与する事業

ウ埋蔵文化財の保護及び普及啓発等郷土意識の醸成を図るための事業

（5）主な施設管理の実績．

ア千葉市生涯学習センター

イ千葉市美術館

ウ千葉市民ギャラリー・いなげ

エ千葉市埋蔵文化財調査センター

オ千葉市公民館

2

恥

氏名 役職 備考

岡村健司 公認会計士

近藤葉子 元社会教育委員 会長

中野智輔 弁護士

中原秀登 千葉大学法政経学部教授 副会長

宮野モモ子 元放送大学千葉学習センター長



別紙議案第96号関係参考資料

指定管理者総合評価シート

（評価対象期間 平成28年4月1日～令和3年3月31日）

1 基本情報

ｆ

2成果指標等の推移

（1）市民生活や地域社会の課題を「学ぶ」機会を提供する（成果指標1）

（2）学習成果が「生きる」地域づくりを進める（成果指標2）

（3）学びを「支える」環境づくりを進める（成果指標3）

（4）成果指標以外の利用状況を示す指標

※数値目標は選定時に設定した数値であり、市設定の数値奔卜回る目標を指定管理者が設定している場合、市設定の
数値は括弧書きで表している。

3

施設名称 ;I " #""捧蕊蕊
, . 二 ､ 沙 と : 鼻 4 ．L: '号､E F･卓'製 織毛

千葉市生涯学習センター
”、 : ”‐ ：ざ-‘:霞｡ ,

聖 ． ； . ,』 . ， ，. ： ‘ , ･ ザ

荘
王

島

出
弧 J”

条例上の設置目釘;驚蕊職蕊:~, ' , ‘牛 …:

ン ・ ＝‐ ’ :"*‐ ・ ’ /…

一一_______』睾整蕊塞蕊
“
遙
￥
語
吟
哩
婆
轄
し
可
階
坪
苓
ろ
ば
鷺
〕
露
昨
年

〆
鼻
蕊
栓
‐
《

》
蝦
坐
幸
子
》
峠
．
一
稗
一
症
一
舜
雲
｛
回
》
“
》
、
癖
淺
葱
恥
》
篭
》
方
ゞ

、
味
Ⅱ
堀
晩
叫
巴
』
劃
”
替
咋
一
一
一
一
（
）
’
稚
』
寸
平

〃

“

一

爵

べ

“

“

》

》

“
・
・
』
す
”
・

ゞ
指

』
。
〃
・
和
ｐ
Ｈ
冒
聖

的

ン
目

｛
Ｆ
ロ
ー
』
緬
柵
》

､ﾂｰ 咄. . ,' .，其
■＝ｰ向一一■■r－－－－－＝一一■■一一＝＝＝再＝一一ｰ－国一一＝＝1■

､ ざ 苛二學序 『 ﾆﾗ倶 2 ﾆ 駐 F とｸ､ と屯
ﾛ ｦ 狸β』 '' ℃ 子1 と 'P呉ロ , 瓦ニ 狸

. ‘ ． '; ;．蔑鐸竜鶴！' ;,~弗'群.､淵
串 R■ , , J ぐぞf '

礎: : 〔 §蔑蕊溌
強狸 J も■も 凸 品

き 2 " ‘，. . . : ‘督 : ､.. 窪毒: , ､繕『窪謡
E 皇 弓二 [ ･ 脚 . ﾆ ･侭『,,FLhE ,

ミッション ‐= ‘ i擬鍵…苧
j;砿設の社会的使命や役割)薄､ ;; f i ；

§ i･ゞ ： : :漁燕擦蕊；
蕊驚 一 ,ゞ ｡I i"r"△ ; 少 " 品. ､ " b z

沖 β . J ■轌謎

千葉市生涯学習センター設置管理条例（平成12年千葉市条例66号）
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的に支援し、本市における生涯学習の振興を図るための中核的施設として、千葉市生涯学
習センターを設置する。
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民の主体的で創造的な学習活動を支援する上で、関係機関との連携を強化するとともに、
調査研究機能や学習プログラムの充実、学習情報の提供及び相談体制の整備や充実など、
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調査・研究に対する多角的な支援を行い、高度で専門的なニーズに対応する。

生涯学習活動のための調査及び研究・開発を行う。

自主的・自発的な学習活動を支援する。
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3収支状況の推移

(単位：千円）
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4管理運営状況の総合評価

■●

【評価の内容】
A:事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待を大きく上回る、特に優れた管理運営が行われていた。
B :事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待を上回る、優れた管理運営が行われていた。
C:概ね事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待どおりに管理運営が行われていた。
D:事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待に満たない管理運営が行われていた。
E:事業計画書等に定める水準や市の指定管理者に対する期待に、大きく満たない管理運営が行われていた。
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1 成果指標の目標達成
,■｡ 詞

B.

【延べ受講者数】

･応募倍率によりニーズを把握し、満足度アンケートにて
講座運営の工夫改善に努めた。

【ボランティアコーディネート件数】
･ボランティア先生紹介ミニ講座などの実施や情報誌ボラ
ンティアタイムを発行しボランティアセンターの普及に努

めた。

【施設利用率】
･施設の利用環境の改善や料金改定を行い、利用者が利用

しやす~い施設環境の整備に努めた。

2市の施設管理経費縮減への寄与 C
･利用者へのサービス向上に努めながらも、本市で設定し

た基準額を下回った。

旦 芦

3市民の平等利用の確保･施設の適正管理
￥： 『 γ ； "…‘¥‘… 、:｡ ； : ， ： ，積．

Z

1 J 心 5,

C

･モニタリングについて、業務の一部で第三者評価を実施

し、専門的・客観的な評価を受け、事業の改善に活かし
た ◎

･利用者・受講者アンケート、利用者懇談会の開催などに
より、利用者意見の収集を図り、迅速かつ丁寧に対応じ
た 0

4 蛎薑凸筈極台営市 “

（1）人的組織体制の充実

（2）施設の維持管理業務

C

C

一一一一一一一一一一一一一一一一

･組織体制は、提案書どおりに配置されていた。

･有資格者や専門性を有する人材が提案害どおり配置され
ていた ◎

･各種の研修の実施により、職員の能力向上に努めた。

･定期保守点検業務着実に行い、快適な利用環境を提供す
るとともに、事故の防止に努めた。

5 怖語の勃田の季種

IP

（1）幅広い施設利用の確保: 、
』！ J : 『 』'

3 ■ 岡

牙

？

（2）利用者サービスの充実
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ご 』 .ﾆ 〆
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（3）施設における事業の実施： ゞ " ‘ :群
㈲と

印

＃学
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B

B

B
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･休館日は、条例では毎週月曜日と規定されているが、毎

月第4月曜日のみを休館として、利便性を高めている。
･Facebook等のSNSの更新頻度を高め、施設の周知や事業
PRに努め利用促進を図っている。

･スマホやタブレットなど端末機器の利用環境に合わせ
て、ホームページのデザインやレイアウトを変更するな

ど、幅広い年代層の施設利用の確保に努めている。

~ ・無線LANによるパソコンへのインターネッ

整え、利用者の利便性を向上させている。
ﾄ接続環境を

･管理運営の基準では、利用者を対象としたアンケート等

の実施を求めているが、それに加え、利用者懇談会や事業

の第三者評価を実施し、事業運営への反映を行っている。

・現代的課題学習としては、オリパラに向けた講座・講演
会を開催し、機運醸成に努めた。
・メディア学習事業では、新規事業としてプログラミング
講座を開設した。

・ちぱ生涯学習ボランティアセンター登録者のスキルの向

上及び活動内容を広く周知を図るための「ボランティア先
生紹介ミニ講座」を実施した（年10回以上） 。
､ ・全講座を通じ、応募倍率平均は常に100％を上回った。
受講者満足度も95％を上回り、利用者のニーズに伴い内容
伴った企画を実施した。

6 その他

(市内業者の育成､市内雇用の配慮､障害者雇用

の確保、施設職員の雇用の安定化への配慮）
C

･専門的な知識が必要な場合を除き、市内業者を優先して
いる 。

･職員の市内雇用率は60％～70％である。
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5総合評価を踏まえた検討

（1）指定管理者制度導入効果の検証

(上記判断の理由や具体的内容・達成できなかった場合の原因）

市が指定管理者に求める水準等を上回る管理運営が行われていた。

①生涯学習事業
延べ受講者数(成果指標：35,000人)は、新型コロナウイルスの影響による令和元年度(32,276人)を除けば、成果指標
を超える成果を残した。具体的には、現代的課題学習に関する講座を拡充したり、新たにパソコン講座でプログラミン
グ講座を開設するなど、市民の幅広い学習ニーズに対応した講座を実施した。
また、ボランティアコーディネート件数(成果指標： 260件)は、令和元年度(262件)にその目標に達成し、ちぱ生涯学

習ボランティアセンター運営の充実を図った。

②施設管理業務
施設利用率(成果指標：55％)は、新型コロナウイルスの影響により令和元年度が56.8%と前年度を下回ったが、期間を

通して成果指標を超える結果を残した。 これは、施設管理者が、市民の自主的な学習活動を支援するため、利用者に分
かりやすい案内表示の更新や利用者の安全性に考慮した階段手摺の改修並びに利用者アンケートなどの反映による施設
の利便性を向上させた結果である。

③維持管理業務
当該期間中、建築物・建築設備等の保守点検や修繕について、計画的に着実に実施するとともに突発的な修繕にも適

切に対応した。

④自主事業
民間事業者等と協力し、生涯学習センターの利用促進を図る講座を実施するとともに、市内大学等の公開講座を開催
し、市民の生涯学習活動を促進するための学習機会を提供した。

「生涯学習センター夏祭り」には、毎年約5,000人が来場し、施設の認知度、利用度の向上に貢献している。

（2）指定管理者制度運用における課題・問題点

（3）指定管理者制度継続の検討

6
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（4）千葉市教育委員会指定管理者選定評価委員会の意見
るという観点か

ア生涯学習センター内の視聴覚センターの使い方や活動についても積極的に検討していただきたい。
イ評価に関することで当初の事業計画にない事情が生じた場合には、計画の見直しを行い、適切な評価が行えるよう
にしていただきたい。
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